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1　 研究の背景と研究 目的

　 小学校高学年や中学校にお い て 他人の命を奪 う悲惨な事件が増えつ っ ある。自然の 事物 ・現象を

学習対象 とす る理科教育の 存在意義 の
一

つ に生命観の 育成が上げられる 。 しか し 、 理科教育は そ の 存

在意義を果 た し て い る の で あろ うか
。

　こ の とき、第 3 学年で は生物の成長の きま りや体の つ くり，生物同士 の か か わ り、第 4 学年で は動

物 の 活動や植物 の 成長 と環境 との か かわ り、第 5 学年で は植物の 発芽か ら結実まで の 過程，動物の 発

生や成長 など生命の 連続性 、 第 6 学年では生物の 体の働き及 び生物 と環境 との か かわ りな どに つ い て

の 科学的 な見方や考え方を育て よ うとして い る。 しか し、その ため に示されて い る学習内容はす べ て 、

生命誕 生か ら の 成長変化と生命維持活動 に関するもの で あ り 、 死そ の もの は取 り上げ られ て い ない
。

学習指導要領に おい て 、死が取 り上 げられて い るの は第 4 学年の 「内容の 取 り扱い 」 におい て 、「イ

に つ い て は ， 夏生一
年生植物 の み を扱 うこ と 。 なお ， そ の 際 ， それ らと落葉樹 を対比す る こ とに よ っ

て 植物の 個体の 死につ い て 触れ る こ と」とあるの みで ある。しか し、生命維持活動の認識の ため に も、

また 、 それ に基づ く生命観の 育成にお い て も 、 死 を取 り上げる こ とは重要 で ある と考える 。 それ は 、

例 えば、物の 溶け方 の認識 におい て 、溶ける事物 ・現象だ けを取 り上 げるの で はな く、溶けない事物 ・

現象と対比する こ とに よ り 、 物 の 溶け方の 認識 が深 まるの と同 じよ うに 、 生命誕生 か ら成長変化や生

命維持活動の 認識及び生命観育成の ために は死を学習対象 とする こ とは必要不可欠 とい えよ う。

　先行研究 として 、例 えば 日本理科教育学会の 研究紀要の 最近 20数年間をみ ると、小学校 A 区分 と

中学校第二分野な どの 自然認識 に関す る論文は 28 編み られた 。 しか し 、 その い ずれもが生命誕生か

らの 成長変化や生命維持活動に関するも の で あ り 、 動植物の 死 に対する 自然認識 に関す る もの は皆無

で あ っ た 。 目本科学教育学会の研究紀要におい て も同様で あっ た 。

　以上 述べ て き た よ うな背景か ら 、 低・中 ・高学年児童 の 持つ 人 や動物 の 死 に対す る概念 とそ の 発 達

差に つ い て実態調査 した結果に つ い て 考察す る。

ll 研究方法

　調査は質問紙法を用 い た 。 調査内容は以 下の もので ある 。

「人や ど うぶつ は い つ か は死 ん で しま い ます。死 んで しま っ た ら、その 人やど うぶ つ が生きて い

る とき とちが うこ とは なん で すか。思い うか ぶこ とをなんで もい い の で で きるだ けた くさん書い

て くだ さい 」

　こ の 質問は動物の 死 に 対す る概念を問 うもので あり、生命維持活動の 終了 に よ る動物に 起こる

変化に つ い て の 児童の 持つ 概念 を聞 くもの である 。 上述 の よ うに、現在の 小挙校理 科では生命誕

生 か らの 成長変化や生命維持 活動 な どは扱 うもの の 、死 につ い て は 取 り上げて い ない
。

　調査対象は 同
一

校で 第 1学年か ら第 6 学年まで を調査 する こ との で きた 6 校 2990 人 で あ り 、

第 1学年 438 人、第 2 学年 373 人 、第 3 学年 442 人、第 4 学年 582 人 、第 5 学年 513 人 、第 6

学年 642 人 の 児童で ある 。

　こ れ ら の 結果に つ い て 当 日詳 述す る予 定で ある 。
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